
シラバスの見方 

 

各科目のシラバスは項目別に説明が記載されています。 

各項目の見方については、下記を参照ください。 

※ 科目に関する情報は変更になる可能性があります。 

 

科目ナンバリング 科目を示す符号 

科目名 科目の名前 

担当教員 科目を担当する教員 

標準履修年次 科目が履修可能となる正科生の年次 

開講期 講義が開始する学期 

授業方法/授業形態 授業の方法および授業形態の種別 

 

凡例 意味 

メディア/講義 メディア授業の講義による授業 

メディア/演習 メディア授業の演習による授業 

メディア/実習 メディア授業の講義と、面接授業(スクーリング)の 

実習による授業 

スクーリング/講義 面接授業(スクーリング)の講義による授業 

スクーリング/演習 面接授業(スクーリング）の演習による授業 

スクーリング/実習 面接授業(スクーリング)の実習による授業 

ﾒﾃﾞｨｱ･ｽｸｰﾘﾝｸﾞ メディア授業の講義と面接授業(スクーリング)の 

演習による授業 

 

〇 授業方法の説明 

メディア授業          ： 動画配信を中心として行う授業 

面接授業(スクーリング)： 対面授業を中心として行う授業 

 

〇 授業形態の説明 

講義： 授業を受講し、小テストや単位認定試験を受験する。 

演習： 授業を受講し、それに基づく演習課題、レポートを提出する。 

実習： 実習を行う。  

 

 

 

 



必修・選択の別 正科生の卒業要件上の単位の種類 

凡例 正式名称 意味 

必修 必修科目 単位修得が卒業に必要な科目 

選必 選択必修科目 科目区分内で規定数の単位修得が卒業に必要な科目 

選択 選択科目 卒業単位に含まれる科目 

自由 自由科目 卒業単位に含めない科目 

※ 複数の記述がある科目は、学部によって単位の扱いが違う科目 

(備考欄に記述あり）。 

単位 科目の単位数 

場所 面接授業(スクーリング)科目の会場情報 

備考 以上の内容についての備考欄 

履修条件 正科生が科目を履修するにあたって満たす必要のある条件 

授業の概要 授業内容の紹介 

授業の目標 受講する学生が達成すべき目標 

成績評価の方法 成績評価の対象と、それぞれの成績全体に占める割合 

宿題・課題 授業で課される宿題・課題 

授業の方法・ 

内容の特徴 

授業方法の詳細と内容の特徴 

 

教科書・教材・ 

参考書 

 

凡例 意味 

教科書 授業内で使用するものを記載している。 

※ 授業開始までに必ず準備して授業に臨むこと。 

参考書 授業内容に関するもので、学習の参考として提示している。 

※ 必ずしも授業で使用するものではない。 

教材 教科書・参考書以外で授業に関する教材を記載している。 

  

特記事項 授業の受講にあたって特に対応が必要な事項 

※ 特別な教材が必要な講義など、この欄を参照すること。 

質問・相談の方法、 

オフィスアワー 

教員への質問・相談の方法、およびオフィスアワーの紹介 

実務経験のある教員

による授業 

実務経験のある教員による授業の場合、その旨を記載 

実務経験を生かした

授業の特色 

実務経験のある教員による授業の場合、実務経験を生かした授業の特色を記載 

その他 教員からのメッセージ、注意事項等 

授業内容の詳細 各回、各講のテーマや内容、予習復習の内容 

 


